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29.8 歳）を被験者とした。実験 1 と同じ記録装置で左右外耳道のひ
ずみと下顎頭運動 を同時に記録 した。下 顎頭運動時 に左右両側の下顎頭
自 身 の前 後 方 向 成分 の波 形 と上 下 方向成 分 の波 形 との間 の相 互 相 関 関
数値 によって被 験者 を滑走運動良好群 と滑 走運動不良群 、これら２つ群 に
分 類 した。そして、この２群 の開 閉 口 運 動 およびガム咀 嚼 運 動 のそれぞれの































ついて多 くの報告がある 1 - 8 )。下顎頭運動を含む顎関節の状態を知ることは、
歯科臨床においても患者の症状の分析 、診断 、さらに治療方針の作成にとっ
て重要な参考要因となる。また、顎顔面領域の疼痛の原因が歯ではなく 9 - 1 4 )、





顎頭運動軌跡の長さや安定性など、多 くの項目が観察されている 1 , 2 , 3 , 1 6 ）が、
それらの解釈は非常に複雑である。一方 、一部の歯科医療機関は患者の下
顎頭運動の状態に対してアンケートを実施 しているが、その中には偽陽性およ
び偽陰性の結果も多 く認められると報告されている 1 7 ）。したがって、簡便な下
顎頭運動の検査法を開発することが必要だと考える。  
現在、下顎頭運動を調べることができる６自由度顎運動記録方法には主に




ければならないので、専用の実験室が必要である 2 1 ）。いずれも煩雑で、簡便な
方法 とはいい難い。さらに、両者 ともに口腔内に記録装置を装着するため、口
腔内諸組織、歯 、歯肉 、口腔粘膜など多数の受容器に機械的な刺激を与え
ることによって自然な顎運動を記録できるとは言えない 2 2 , 2 3 , 2 4 ）。  
一方、解剖学的見地から見ると、下顎頭と外耳道の関係は非常に緊密で、
指を外耳道に挿入 して下顎を動かすと外耳道壁の軟組織を介 して下顎頭の
動 きがよく触 知できる。顎 運動時の下顎頭の動 きは外耳道をわずかながら変
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形させる 2 5 ）。顎運動時に起こる外耳道のひずみを記録することができれば、下
顎頭の動きを推定できると考えられる。  
古 くは、水圧器を用いて外耳道の容積の変化から下顎頭の動 きを間接的
に記録する方法があった 2 6 ）。その後 、板バネと接続した黄銅の半球体を外耳
道前壁に装着して、顎運動時に外耳道のひずみの変化によって顎運動を記



















号 ）を得て行った。  
 
実験 1：外耳道のひずみと下顎頭運動の各方向成分との間の相互相関関係  
 
被験者 ：  
被験者は松本歯科大学付属病院の歯科医師、男性 14 名、女性 2 名 （平
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外耳道のひずみの記録 ：  
気圧計 （ゲージ圧センサー、2SMPP-02、OMRON 社製 ）と耳栓 ・イヤーチ
ップを組み合わせ、密封状態になる記録センサーを製作した。下顎頭運動時
に起こる外耳道のひずみによってセンサー内の圧力も同時に変化する（図 １）。  
 
下顎頭運動の記録 ：  





ら発光された光をセンサーボックスに備えられた 2 個の PSD（Posit ion 
Sensit ive  Detector）センサーで受光し、上顎に対する下顎の相対運動とし
て下顎運動を算出した（図 ２）。下顎頭の運動は下顎頭の位置に相当する後
方基準点で記録された。また、算出されたデジタルデータ（サンプリングクロック
100 Hz）はコンピュータシステムに転送され、保存された。  
 
左外耳道のひずみと左側下顎頭運動の同時記録 ：  




































実験 2：外耳道のひずみから見た下顎頭運動の特徴  
被験者 ：  
被験者は松本歯科大学付属病院の歯科医師、男性 12 人 （平均年齢
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外耳道のひずみと下顎頭運動の同時記録 ：  






る 2 8 ）。つまり上下方向成分の波形は前後方向成分の波形とは強い逆位相と
なる。以前、三島らは相互相関関数の値が 0.69 以上の場合が相関が高いと




















































































な下顎頭運動を持つ者は 7 人であった。いずれかに-0.7 より高いあるいは正の
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互相関関数 （絶対値 ）  
 
図６：  
側方運動時の外耳道内圧と下顎頭の各方向の相互相関関数 （絶対値 ）  
 
図７：  
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